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自治会は、住みやすい地域づくりを目的として活動する組織です。日々の生活に

欠かせないごみ集積所の管理をはじめ、近年増加している犯罪への対応として

の防犯パトロール、万一に備えた防災訓練、さらに盆踊りや餅つきなどのふれあい行

事まで、活動は多岐にわたります。現在、市内には78の自治会があり、それぞれが

特色のある活動を展開しています。

問合先　地域活動推進課地域活動推進担当

　私たちが毎日を安心して暮らしていくためには、
3つの「助け合い」が大切です。まず1つ目は、
自分自身でできる「自助」です。2つ目は、行政
などによる支援の「公助」です。そして3つ目は、
地域や身近な人たちで支え合う「互助・共助」です。
この「互助・共助」は、自助や公助の間を埋める
役割を果たします。自分だけでは解決できない
ことや、公的支援が行き届かない部分を、地域や
身近な人たちが支え合うことで暮らしの安心に
つながります。近年は少子高齢化や生活スタイル
の多様化、SNSの普及などの影響で、地域のつな
がりが薄れつつあります。その一方で、地震や台風、
大雨などの大規模な自然災害は年々増えています。
もしものときに助け合えるような「互助・共助」の
役割を担う自治会は、私たちが安心して暮らせる
まちをつくっていくために、これまで以上に重要
な存在となっています。

自治会って何のためにあるの？

　自治会の加入方法はそれぞれの自治会
によって異なります。近隣の方にお尋ねい
ただくか、地域活動推進課に問い合わせ
てください。該当する自治会の連絡先な
どをご案内します。

松ヶ丘自治会加入
15～16年目の女性

松ヶ丘自治会加入
2～3年目の男性

Q.　会長にとって、自治会とは？Q.　会長にとって、自治会とは？
A.�　地域に住んでいることだけを参加条件とした、「地域住A.�　地域に住んでいることだけを参加条件とした、「地域住
民による親睦会」かな。今は長年同じ場所に住み続ける民による親睦会」かな。今は長年同じ場所に住み続ける
人が少なくなってきているけど、「あの地域は良かった」「住人が少なくなってきているけど、「あの地域は良かった」「住
んでいて良かった」と思えるような、地域への愛着を育んでいて良かった」と思えるような、地域への愛着を育
むことができるのがいいですね。むことができるのがいいですね。

Q.�　今後、どんな自治会活Q.�　今後、どんな自治会活
動をしていきたいですか？動をしていきたいですか？

A.�　自治会活動は、意を尽A.�　自治会活動は、意を尽
くした分だけ自分や地域くした分だけ自分や地域
に返ってくるものと思ってに返ってくるものと思って
います。真面目な活動だいます。真面目な活動だ
けでなく、遊び心やユーけでなく、遊び心やユー
モアを大切にした「楽しモアを大切にした「楽し
める自治会活動」を、いめる自治会活動」を、い
ろんな世代の方と作ってろんな世代の方と作って
いきたいです。いきたいです。

Q.　会長にとって、自治会とは？Q.　会長にとって、自治会とは？
A.�　退職後の新しいライフワークA.�　退職後の新しいライフワーク
ですね。さまざまな人と知りですね。さまざまな人と知り
合って交流することができたの合って交流することができたの
は、私にとって大きな財産では、私にとって大きな財産で
あり、自治会のおかげなんです。あり、自治会のおかげなんです。
祭りなどの大きな行事はもち祭りなどの大きな行事はもち
ろん、ごみ集積所の管理とろん、ごみ集積所の管理と
いった日常的な課題にも取いった日常的な課題にも取
り組むことができ、日々のり組むことができ、日々の
充実感ややりがいにつながっ充実感ややりがいにつながっ
ています。ています。

Q.�　自治会活動の中で改革したことや、負担軽減のための策Q.�　自治会活動の中で改革したことや、負担軽減のための策
を教えてください。を教えてください。

A.�　仕事をしながらも自治会活動に参加してくれる人が増A.�　仕事をしながらも自治会活動に参加してくれる人が増
えたので、役割を細分化して一人当たりにかかる負担を分えたので、役割を細分化して一人当たりにかかる負担を分
散する方法を検討しています。時代に合わせて柔軟に対散する方法を検討しています。時代に合わせて柔軟に対
応できる運営体制を目指しています。応できる運営体制を目指しています。

＼ 安心 ／

自治会に入るには？

自助

公助互助・
共助

自治会長へインタビューしました！

地域の方に自治会について聞いてみました！

Interview to Community Leaders

Voices of the Community

松ヶ丘自治会
会長　三

み

浦
う ら

 淳
じゅん

平
ぺ い

さん

上広谷第一西自治会
会長　岩

い わ

森
も り
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ま さ

二
じ

さん

地域の一員として、清掃などの活動に参
加するのは当然のことで、自分たちだけ
が関わらないのは無責任かなと思ってい
ます。経験して初めて、自治会の実態や
大変さ、ありがたさを感じています。

自治会活動が、地域交流の貴重な機会に
なっているので、私にとっては交流できる
ことが楽しいです。また、私たちが当たり
前のように生活できているのは、誰かが
必要なことを陰で担ってくれているからと
思っており、いつも心から感謝しています。

＼ じー ／

＼ どんぐり ／

松ヶ丘自治会防災会の様子

松ヶ丘自治会春期清掃の様子

★今後、不定期で各自治会の活動を紹介していきます。
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懐かしの文化会館と、これからのこと

Ｓａｎｐｏカードをご存知ですか？

S A M P L E
S A M P L E

協賛店に提示するだけで、
お店ごとに異なった
サービスを受けること
ができるカードです！
※　カードは1世帯1枚の配付です。自治会に加
入していて、カードをお持ちでない場合は、自
治会長や自治会役員へ問い合わせてください

鶴ヶ島市コミュニティ協議会では、自治会
への加入促進、地域の一体感の醸成、
地域経済の活性化などによる
「地域コミュニティの活性化」を
目的として、自治会員優待カード
（愛称：Sanpoカード）制度を
導入しています。

協賛店一覧
※　順不同

普段の買い物やちょっとしたお出掛けなどに、ぜひご活用ください。
なお、協賛店は市ホームページにて随時更新しています。

　各店舗の特典や詳細はこちらから→

山和園 アネックス・サカエヤ 有限会社　鈴木屋米穀店 アムリタ
インドスパイスカレーとナンと

シズエ書店 ビストロ　カタオカ ギフトのトレンディ 動物往診 +在宅ケアサービス
にくきゅう

やきとり　大 ヒナノ珈琲　鶴ヶ島店 インドレストラン　ミルチ 有限会社　あさひ総合保険店

蔵王飯店 Water Ship café 学研 CAIスクール シニアライフ相談サロン
めーぷる　わかば鶴ヶ島店

Kenの厨房 大曽根輪業 有限会社　内野不動産 ベースクリーンサービス

Takaya 緑會鍼灸整骨院 有限会社　ハニー電器 キッチンカーカフェ凛音珈琲

麵屋　信玄 株式会社　ホームラボ 行政書士　田岡 謙 司法書士行政書士
くすの木総合法務事務所

↑このステッカー
やミニのぼり旗が
あるお店が目印！

＼ 三方よしの仕組みで地域の活力を向上！ ／

自治会員
特典・サービス

により、自治会加入
のメリット

自治会
会員増で

活動の担い手を確保

協賛店
販売の促進・広報

鶴ヶ島文化会館閉館記念式典の様子

閉館した鶴ヶ島文化会館

　鶴ヶ島文化会館は、昭和47年の開館以来、約53年間にわたり、自治会活動をはじめ、地域の文化イベン
トや講演会、発表会などの会場として、多くの市民に親しまれてきました。しかし、施設の老朽化や設備
の更新が困難となったことから、閉館する運びとなりました。
　今後は、南市民センターを鶴ヶ島文化会館の跡地に移転し、地域交流拠点として再整備すべく、（仮称）鶴ヶ
島市地域交流施設の整備を進めているところです。
　この新施設は、市民センターとしての機能を強化するとともに、これまで以上に地域の誰もが立ち寄り
やすく、一人ひとりの学びや人びとの交流の場となる身近な地域コミュニティ拠点施設として整備します。

−�鶴ヶ島文化会館運営委員会（鶴ヶ丘自治会）に、当時のことや今後の展望について語っていただきました�−

鶴ヶ島文化会館
会計　河
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鶴ヶ島文化会館
館長　沼
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さん 鶴ヶ丘第五自治会
会長　中

な か

村
む ら

 聡
さとし

さん
鶴ヶ丘第一自治会
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鶴ヶ丘第二自治会
会長　森

も り
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鶴ヶ丘第四自治会
会長　伊

い

藤
と う
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鶴ヶ丘第六自治会
会長　鹿

し か

内
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⃝幼いころから自治会主催のお祭り
などをはじめとした交流の場と
して利用していて、今でも温かく
大事な思い出が心に残っています。

⃝自治会など地域のみんなで作り
上げてきた施設でした。（仮称）
鶴ヶ島市地域交流施設において
も、みんなが愛着をもって一緒に
作り上げていく施設になってほし
いです。

⃝世代を超えて、地域住民や自治
会が気軽につどい、つながり、
交流し、支え合える関係を育め
る拠点になってほしいです。

⃝こどもたちにとっても、勉強をし
たり、ゲームを楽しんだり、自由
にコミュニケーションを取れるよ
うな、気軽に立ち寄れる場所に
なってほしいです。
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